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広報　常陸大宮　　　　平成１９年４月号２

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、

１９

２
０
５
億
８
千
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

１
・
７
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
ほ
か
に　

の
特
別
会

１１

計
と
上
水
道
事
業
の
企
業
会
計
を
設
置
し
て

お
り
、
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
１
６
２

億
１
、１
６
４
万
９
千
円
、
上
水
道
事
業
は
、

収
益
的
支
出
と
資
本
的
支
出
の
合
計
額
で　
１１

億
２
２
１
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
全
会
計
を
合
わ
せ
た
常
陸
大
宮
市
の
総

予
算
規
模
と
し
て
は
、
３
７
８
億
９
、３
８

６
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
で
は
、
国
で
進

め
る
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
税
源
移
譲
で

市
税
が
増
え
る
一
方
で
、
所
得
譲
与
税
の
廃

止
、
定
率
減
税
の
廃
止
に
伴
う
地
方
特
例
交

付
金
の
減
、
さ
ら
に
は
地
方
交
付
税
も
多
く

は
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
歳
入
の
確
保

は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
歳
出
で
は
、
公
債
費
や
扶
助
費
等
の
増

大
、
介
護
保
険
事
業
等
の
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
極
め
て
厳
し
い

予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
財
政
の
健
全

性
の
確
保
に
留
意
し
つ
つ
、
昨
年
度
策
定
し

た
市
総
合
計
画
に
沿
っ
て
各
種
事
業
の
優
先

度
・
緊
急
度
を
考
慮
し
な
が
ら
様
々
な
行
政

分
野
に
積
極
的
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
市

内
各
地
域
の
一
層
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

１９

市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
次
の
６
つ
の
柱
で
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像

�
　

健
や
か
で
笑
顔
の
暮
ら
し
を
育
む
ま
ち

�
　

さ
わ
や
か
で
美
し
い
快
適
な
ま
ち

�
　

大
い
な
る
交
流
と
発
展
を支

え
促
す
ま
ち

�
　

豊
か
で
創
造
的
な地

域
活
力
を
育
む
ま
ち

�
　

の
び
や
か
な
人
・
文
化
を
育
む
ま
ち

�
　

み
ん
な
の
手
作
り
で
築
く
ま
ち

に
沿
っ
て
、
各
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
な

環
境
づ
く
り
と
し
て
、
高
齢
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
事
業
、
障
害
者
の
福
祉
施
策
の
充
実
、

医
療
福
祉
費
支
給
事
業
、
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
子
育
て
支
援
の
推
進
、
延

長
保
育
促
進
事
業
、
乳
児
保
育
促
進
事
業
、

一
時
保
育
事
業
、
休
日
保
育
事
業
の
ほ
か
、

引
き
続
き
保
育
所
保
護
者
負
担
軽
減
措
置
を

実
施
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携
し
て

市
民
主
体
の
地
域
福
祉
施
策
、
子
育
て
支
援

施
策
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
健
康
で
、
か
つ
安
心
し
て
生

活
し
て
い
く
た
め
各
種
健
康
づ
く
り
の
施
策

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
県
北
西
部
地
域
の

中
核
と
な
る
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
の
運
営

を
支
援
し
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

　

生
活
環
境
の
改
善
と
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
の
た
め
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
公
共

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
推
進
や
合

併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
、
普
及
に
努
め
る
と

と
も
に
行
政
・
事
業
者
・
市
民
が
一
体
と
な
っ

た
環
境
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
と
な

る
「
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
住

一
般
会
計
は
前
年
度
比
１
・
７
％
減

一
般
会
計
は
前
年
度
比
１
・
７
％
減

健
や
か
で
笑
顔
の
暮
ら
し
を
育
む
ま
ち

〔
福
祉
・
保
健
・
医
療
〕

主
な
施
策
・
事
業
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健
や
か
で
笑
顔
の

暮
ら
し
を
育
む
ま
ち

さ
わ
や
か
で
美
し
い

快
適
な
ま
ち

平成１９年度平成１９年度

常陸大宮市予算常陸大宮市予算

暮らしに活かす暮らしに活かす
378億9,386万４千円378億9,386万４千円



広報　常陸大宮　　　　平成１９年４月号３

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
二
酸
化
炭
素

冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
（
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
）
の
導
入
に
助
成
す
る
と
と
も
に
、
ご
み

の
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
推
進

し
、
環
境
保
全
、
廃
棄
物
処
理
対
策
に
努
め

ま
す
。

　

消
防
・
防
災
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
市
内
全
域
の
防
災

体
制
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
機

動
的
で
効
果
的
な
消
防
体
制
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
常
備
消
防
の
強
化
や
防
火
水
槽
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積

載
車
な
ど
の
施
設
・
設
備
の
整
備
を
図
る
と

と
も
に
、
非
常
備
消
防
団
員
の
訓
練
実
施
に

よ
り
能
力
向
上
を
図
り
、
消
防
団
組
織
、
防

災
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。 

　

市
民
の
公
共
施
設
等
ま
で
の
交
通
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
市
内
循

環
交
通
シ
ス
テ
ム
を
運
行
す
る
と
と
も
に
路

線
バ
ス
の
運
行
を
支
援
し
、
公
共
交
通
機
関

の
確
保
・
拡
充
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
水
郡

線
の
利
用
促
進
及
び
活
性
化
を
図
る
た
め
新

た
に
市
民
列
車
運
行
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
に
最
も
身
近
な
生
活
道
路
に
つ
い
て

は
、
安
全
で
快
適
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め

市
道
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。 

　

生
産
性
の
高
い
優
良
な
農
地
の
保
全
を
図

る
た
め
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
ま
た
、
農
地
流
動
化
に
よ
る
農
家
規

模
の
拡
大
を
推
進
す
る
と
と
も
に
新
規
就
農

者
等
へ
の
支
援
、
相
談
な
ど
を
通
し
安
定
的

な
農
業
経
営
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
生
産
基
盤
及
び
生
活
環
境
の

整
備
を
図
る
た
め
県
単
土
地
改
良
事
業
や
基

盤
整
備
促
進
事
業
を
導
入
し
、
農
道
及
び
用

排
水
路
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を
維
持
、
増
進

す
る
た
め
計
画
的
な
林
道
及
び
作
業
道
の
開

設
、
林
業
の
産
業
と
し
て
の
再
生
を
図
る
た

め
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
な
ど
の

補
助
制
度
や
林
業
機
械
作
業
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業
の
実
施
、
地
域
産
業
の
育
成
を
図
る
た

め
引
き
続
き
木
造
住
宅
建
設
助
成
金
交
付
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

商
工
業
の
発
展
と
地
域
振
興
を
図
る
た
め

商
工
会
へ
の
助
成
、
中
小
企
業
育
成
の
た
め

自
治
金
融
利
子
補
給
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
企
業
誘
致
推
進
室
に
よ
る
宮
の
郷
工
業

団
地
へ
の
企
業
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。 

 

さ
わ
や
か
で
美
し
い
快
適
な
ま
ち

〔
環
境
・
土
地
利
用
〕

主
な
施
策
・
事
業
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大
い
な
る
交
流
と
発
展
を
支
え
促
す
ま
ち

〔
交
通
・
都
市
基
盤
〕

主
な
施
策
・
事
業
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豊
か
で
創
造
的
な
地
域
活
力
を
育
む
ま
ち

〔
産
業
の
振
興
〕

主
な
施
策
・
事
業
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大
い
な
る
交
流
と
発
展
を

支
え
促
す
ま
ち

豊
か
で
創
造
的
な

地
域
活
力
を
育
む
ま
ち



広報　常陸大宮　　　　平成１９年４月号４

　

学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
Ｔ
Ｔ
非
常

勤
講
師
、
学
校
教
育
指
導
員
、
学
習
指
導
等

補
助
教
員
、
少
人
数
学
級
指
導
助
手
、
障
害

児
介
助
員
、英
語
指
導
助
手
等
を
配
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
不
登
校
児
童
生
徒
対
策

と
し
て
昨
年
度
設
置
し
た
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
及
び
相
談
員
に
よ
り

児
童
生
徒
や
家
庭
、
学
校
に
対
し
て
適
切
な

援
助
及
び
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、（
仮
称
）

御
前
山
小
学
校
整
備
事
業
及
び
小
学
校
へ
の

空
調
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た
め
関

係
団
体
等
へ
の
積
極
的
な
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、 高
校
生
会
へ
の
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
活
動
場
所
を
確

保
し
、
地
域
の
方
々
の
参
画
を
得
て
、
勉
強
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
及
び
地
域
住
民
と
の

交
流
活
動
等
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
、
新
た
に
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
指
導
者
養
成

講
座
を
開
催
す
る
と
と
も
に
文
化
セ
ン

タ
ー
、
公
民
館
、
図
書
館
等
で
開
催
す
る
各

種
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

郷
土
文
化
の
伝
承
及
び
後
継
者
育
成
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
市
内
各
地
域
に
あ
る
文
化

財
等
を
中
心
と
し
た
企
画
展
を
開
催
し
、
郷
土

の
歴
史
文
化
の
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
体
育
協
会
の
充
実
、
強
化
と
地

区
体
育
祭
へ
の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
「
い

つ
で
も 
ど
こ
で
も 
だ
れ
で
も
」楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
設
立
を
関
係
団
体
等
と
と
も
に
推
進

し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
り
ま
す
。 

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に
尊
重
し
合

い
、
自
治
意
識
を
高
め
な
が
ら
次
代
に
誇
れ

る
手
作
り
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

基
本
的
な
考
え
方
な
ど
を
定
め
る
市
民
憲
章

の
制
定
及
び
自
然
豊
か
な
常
陸
大
宮
市
の
シ

ン
ボ
ル
と
す
る
市
の
花
・
木
・
鳥
制
定
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
自
主
的
、
自
立
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
広
報
誌
等
に
よ

る
情
報
提
供
や
地
域
審
議
会
、
ま
ち
づ
く
り

講
座
、
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
開

催
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
、
適
切
な
連
携
体
制
を
構

築
し
、
一
層
の
市
民
参
加
を
推
進
し
ま
す
。

　

他
地
域
と
の
交
流
を
通
し
て
文
化
の
交

流
、
産
業
の
振
興
及
び
経
済
の
発
展
の
た

め
、
東
京
都
豊
島
区
等
と
の
地
域
間
交
流
事

業
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の

育
成
を
図
る
た
め
中
学
生
海
外
派
遣
研
修
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を

図

る

た

め
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
講

演
会
及
び
講
座
等

を
開
催
す
る
と
と

も
に
女
性
活
動
団

体
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

み
ん
な
の
手
作
り
で
築
く
ま
ち

〔
自
治
・
ま
ち
づ
く
り
〕

主
な
施
策
・
事
業
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の
び
や
か
な
人 

文
化
を
育
む
ま
ち

み
ん
な
の
手
作
り
で築

く
ま
ち

の
び
や
か
な
人
・
文
化
を
育
む
ま
ち

〔
教
育
・
文
化
〕

主
な
施
策
・
事
業
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一般会計予算総額一般会計予算総額
　２０５億８千万円　２０５億８千万円
一般会計予算総額
　２０５億８千万円
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予算額（円）会　　　計　　　名
５１億２，５００万国民健康保険特別会計
４９億１００万事 業 勘 定
２億２，４００万診療施設勘定

４７億７，７７４万９千老人保健特別会計
７億３００万公共下水道事業特別会計
５５０万公営墓地特別会計

１２億３，３００万農業集落排水事業特別会計
３０億９，４００万介護保険特別会計
８億５，８００万簡易水道事業特別会計
７，７００万宅地造成事業特別会計
８，３００万戸別浄化槽整備事業特別会計
４０万那珂地方公平委員会特別会計

２億５，５００万温泉事業特別会計

１１億２２１万５千上水道事業（収益的支出、資本的支出の合計額）
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こ
の
基
本
姿
勢
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢

（
方
針
）で
常
陸
大
宮
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
か
を
示
し
た
も
の
で
、
基
本

構
想
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
基
本
的
な

考
え
で
す
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
各
種
の

計
画
や
施
策
が
考
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
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平
成　

年
度
に
お
け
る
常
陸
大
宮
市
の

２８

将
来
像
を
右
の
よ
う
に
定
め
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
姿
勢
に
の
っ
と
り
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
将
来
像
は
、
新
市
建
設
計
画
の

テ
ー
マ
を
継
承
し
て
お
り
、
さ
ら
に
森
や
清

流
な
ど
豊
か
な
自
然
と
の
か
か
わ
り
を
共

生
の
視
点
か
ら
、
安
心
・
快
適
で
や
す
ら
ぎ

の
あ
る
暮
ら
し
や
新
た
な
魅
力
・
活
力
を

創
造
し
、
市
民
が
、
そ
し
て
地
域
が
い
き
い

き
と
輝
き
、
地
域
の
文
化
や
情
報
を
発
信

し
続
け
る
都
市
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

全
国
的
に
少
子
・
高
齢
化
が
進
行
し
、

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
た
今
日
、
本
市
に

お
い
て
も
当
面
人
口
減
少
の
傾
向
が
続
く

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
人
口
増
加
が
見
込

め
な
い
時
代
に
あ
っ
て
、
本
市
に
お
い
て

も
人
口
増
加
は
依
然
と
し
て
難
し
い
課
題

で
す
。

　

し
か
し
、
自
然
と
共
生
し
た
安
心
・
快

適
な
暮
ら
し
の
実
現
と
交
流
の
拡
大
に
よ

り
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
新
た
な
活
力
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
く
本
市
に
お
い
て

は
、
工
業
団
地
へ
の
さ
ら
な
る
企
業
誘
致

や
国
道
１
１
８
号
バ
イ
パ
ス
等
へ
の
商
業

施
設
の
立
地
な
ど
に
伴
う
人
口
を
的
確
に

受
け
止
め
る
様
々
な
定
住
施
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
、

中
間
年
次
で
あ
る
平
成　

年
の
人
口
維
持

２３

を
目
標
に
、
平
成　

年
に
お
け
る
人
口
を

２８

約
４
６
、
０
０
０
人
と
し
ま
す
。
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平成１７年平成１２年平成７年平成２年昭和６０年昭和５５年昭和５０年

４７,８０８４８,９６４４９,５６１４９,６７０５０.２２６５０,３３２５０,６３５総人口

△２.４％△１.２％△０.２％△１.１％△０.２％△０.６％－増減率

１６,０２９１５,５６６１４,９０５１４,１２０１３,７８２１３,２４７１２,７０６世帯数

３.０％４.４％５.６％２.５％４.０％４.３％－増減率

２.９８３.１５３.３３３.５２３.６４３.８０３.９９世帯人員

△５.４％△５.４％△５.５％△３.５％△４.１％△４.７％－増減率
������

���������

������������	�	

��������	




����

　これからの市のあるべき姿を示
し、その実現のために施策の大綱を
定めまちづくりの基本的方向を明ら
かにするものです。
目標年度：平成２８年度（１０年間）

����

　基本構想を実現するための部門別
の主要な施策を体系的に定めるもの
です。
計画期間：平成１９年度～２３年度
　　　　　（前期分）

����

　基本計画で定めた施策を具体的に
実施していくための計画です。
３年間を計画期間として、より実効
性のある計画とするため、毎年度必
要な調整・見直しを行います。

資料：国勢調査
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医
療
・
福
祉
・
健
康
部
門
の
連
携
に

よ
る
高
齢
者
等
の
見
守
り
・
支
援
や
、

災
害
時
の
安
全
確
認
・
避
難
補
助
の
体

制
、
犯
罪
防
止
の
た
め
の
地
域
連
携
シ

ス
テ
ム
な
ど
、
安
心
を
支
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。
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次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域

で
見
守
り
、
の
び
の
び
と
健
や
か
に
育

む
し
く
み
づ
く
り
や
、
多
様
な
子
育
て

支
援
の
実
施
、
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
れ
あ
い

を
通
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
場
と
機

会
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

　

森
（
森
林
地
域
）
と
里
（
市
街
地
や

集
落
地
）
な
ど
地
域
の
魅
力
を
高
め
、

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
新
た
な
活
力
を
創

造
し
て
い
く
た
め
、
地
域
の
資
源
や
人

材
の
活
用
、
活
動
の
拠
点
づ
く
り
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
市
民
活
動
を

喚
起
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

農
林
業
、
商
業
、
工
業
、
観
光
な
ど

各
産
業
が
交
流
・
連
携
し
な
が
ら
、
自

然
と
共
生
す
る
都
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
新
た
な
活
力
や
文
化
を
創
造
す
る
産

業
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
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「
や
す
ら
ぎ
」「
ふ
れ
あ
い
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
効
果
的
に
推
進
し
て
い
く
た

め
、「
環
境
づ
く
り
」、「
健
康
・
福
祉
づ

く
り
」、「
し
ご
と
づ
く
り
」、「
人
づ
く

り
」、「
文
化
づ
く
り
」
の
５
つ
の
分
野
・

視
点
か
ら
な
る
地
域
づ
く
り
運
動
を
推

進
す
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
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地
域
づ
く
り
運
動
へ
の
参
加
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
参
加
を
促
し
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
し
く

み
・
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

※
後
日
、
総
合
計
画
の
概
要
版
を

全
世
帯
に
配
布
す
る
予
定

で
す
。
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（
保
健
・
医
療
・
福
祉
）

　

市
民
だ
れ
も
が
互
い
に
思
い
や
り
、
互

い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
生

涯
を
通
じ
て
、健
や
か
に
、い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
福
祉
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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（
環
境
・
土
地
利
用
）

　

森
や
清
流
な
ど
の
豊
か
な
自
然
と
人
々

の
営
み
が
調
和
し
、
だ
れ
も
が
安
心
・
安

全
で
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
環
境

の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。
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（
交
通
・
都
市
基
盤
）

　

豊
か
な
自
然
の
恵
み
や
産
業
の
集
積
な

ど
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
市
民
生
活
や

都
市
活
動
な
ど
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
交

流
を
育
み
、
支
え
、
将
来
に
向
け
て
発
展

を
促
し
て
い
く
た
め
の
都
市
基
盤
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。
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（
産
業
）

　

自
然
の
恵
み
や
農
の
恵
み
な
ど
、
地
域

の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
な
が
ら
、
新
た
な

交
流
や
産
業
を
創
造
す
る
と
と
も
に
、
既

存
の
産
業
の
高
度
化
や
産
業
間
の
連
携
、

企
業
集
積
な
ど
を
促
し
、
未
来
に
向
け
た

活
力
あ
る
産
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

��

�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

（
教
育
・
文
化
）

　

共
に
地
域
に
学
び
、
ふ
れ
あ
う
中
で
、

の
び
や
か
で
た
く
ま
し
い
、
豊
か
な
感
性

と
創
造
性
を
持
っ
た
人
を
育
成
し
、
新
た

な
市
民
文
化
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

��

�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

（
自
治
・
ま
ち
づ
く
り
）

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に
尊
重
し
合

い
、自
治
意
識
を
高
め
な
が
ら
、次
代
に
誇

れ
る
手
作
り
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�



広報　常陸大宮　　　　平成１９年４月号８

�
�
�
�
�
�
��

	


�
�

�

��

○
一
般
会
計
（
第
６
号
・
第
７
号
）

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）

○
老
人
保
健
特
別
会
計
（
第
２
号
）

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
４
号
）

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）

○
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）

○
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

○
戸
別
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計（
第
２
号
）

○
温
泉
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

○
上
水
道
事
業
会
計
（
第
２
号
）

�
�
�
�
�
�
��

	


�
�

��

○
一
般
会
計

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

○
老
人
保
健
特
別
会
計

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
公
営
墓
地
特
別
会
計

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

○
介
護
保
険
特
別
会
計

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

○
戸
別
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計

○
那
珂
地
方
公
平
委
員
会
特
別
会
計

○
温
泉
事
業
特
別
会
計

○
上
水
道
事
業
会
計

�
�
�
�
�
�
�

○
市
温
泉
審
議
会
条
例

○
市
農
業
集
落
排
水
事
業
減
債
基
金
条
例

�
�
�
�
�
�
�
�
	

○
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

○
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

○
山
方
町
、
美
和
村
、
緒
川
村
及
び
御
前
山
村

の
編
入
に
伴
う
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

適
用
の
経
過
措
置
に
関
す
る
条
例

○
市
手
数
料
徴
収
条
例

○
市
営
公
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
市
奨
学
資
金
等
貸
与
条
例
等

○
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

○
市
行
政
財
産
の
使
用
料
徴
収
条
例
及
び
市
美

和
農
産
物
直
売
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

�
�
�
�
�
�
�

○
市
特
定
農
山
村
地
域
活
性
化
基
金
条
例

�
�
�
�
�
�

○
茨
城
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

○
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
規
約
の
変
更

○
茨
城
北
農
業
共
済
事
務
組
合
規
約
の
変
更

○
市
道
路
線
の
認
定

○
市
道
路
線
の
廃
止

○
市
道
路
線
の
変
更

�
�
�
�
�
�
�
�
	

○
人
権
擁
護
委
員

・
和
知　

好
美
（
高
部
）

○
監
査
委
員

・
木
村　

勝
昭
（
小
貫
）

�
�
�
�
�
�

○
飲
酒
運
転
追
放
に
関
す
る
決
議

○
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
反
対
す
る

決
議

○
常
陸
大
宮
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

�
�
�
�
�
�

○
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
が
、３
月

１９

６
日
か
ら
開
会
さ
れ
、次
の
議
案
が

提
出
さ
れ
、原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

◎
第
１
選
挙
区

【
大
宮
地
域
（
大
宮
・
上
野
・
村
石
地
区
）】

　
　

大
場　

昭
一　
　
　

大
賀　

寛
治

　
　

坂
本　

義
文　
　
　

寺
門　
　

登

◎
第
２
選
挙
区

【
大
宮
地
域
（
大
場
・
玉
川
・
塩
田
地
区
）】

　
　

笹
島　

�
男　
　
　

横
山　

�
房

　
　

介
川　

義
久　
　
　

小
林　
　

稔

◎
第
３
選
挙
区

【
大
宮
地
域
（
大
賀
・
世
喜
地
区
）】

　
　

小
泉　

義
文　
　
　

藤
田　

正
美

　
　

�
木　
　

繁　
　
　

久
下
沼　

巖

◎
第
４
選
挙
区
【
山
方
・
美
和
地
域
】

　
　

細
貝　

正
行　
　
　

益
子　

忠
一

　
　

木
村
喜
代
造　
　
　

井
坂　

残
米

　
　

堀
江　

善
幸　
　
　

大
森　

昌
夫

　
　

小
林　
　

久　
　
　

海
老
根　

博

　
　

内
田　

忠
夫　
　
　

長
岡　
　

守

◎
第
５
選
挙
区
【
緒
川
・
御
前
山
地
域
】

　
　

小
林　

新
一　
　
　

圷　
　

光
麿

　
　

本
橋　

義
勝　
　
　

小
池　

�
雄

　
　

檜
山
幾
久
男　
　
　

長
山　

時
雄

　
　

川
上　

利
一　
　
　

小
林　

紀
一

◎
農
業
協
同
組
合
推
薦
に
よ
る
委
員

　
　

茨
城
み
ど
り
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
理
事
長　

　
　

市
野
沢　

弘

◎
土
地
改
良
区
推
薦
に
よ
る
委
員

　
　

岩
崎
江
堰
土
地
改
良
区
理
事

　
　

生
天
目　

勇

◎
議
会
推
薦
に
よ
る
委
員

　
　

学
識
経
験
者

　
　

木
村
與
四
郎　
　
　

野
上
み
ち
子

　
　

神
長　

正
則　
　
　

小
瀬　

梅
子

�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
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３
月　

日
に
行
わ
れ
た
常
陸
大
宮
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
（
無
投
票
）
及
び
農

１８

業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第　

条
の
規
定
（
農
業
協
同
組
合
・
土
地
改
良
区
・
議
会　

１２

推
薦
）
に
よ
り
次
の
方
々
が
委
員
に
決
定
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

��
��
��
��
��
��
��
��
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年４月号９

　

今
後
の
市
の
行
政
運
営
を
適
正
に
進
め

る
た
め
、
ま
た
、
様
々
な
交
流
に
よ
る
市

の
活
性
化
を
め
ざ
す
た
め
な
ど
、
新
た
な

市
政
推
進
に
向
け
て
、
次
の
課
（
室
）
及

び
係
が
新
し
く
設
置
さ
れ
ま
す
。

�
�
�

　

ス
ム
ー
ズ
に
市
税
等
の
納
入
を
進
め

る
た
め
、
市
民
部
内
に
設
置
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
税
務
課
内
の
徴
収
係

が
な
く
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

市
の
行
政
運
営
の
効
率
化
を
は
か

り
、
適
正
な
事
務
の
推
進
を
め
ざ
し
企

画
課
内
に
設
置
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

企
画
課
内
に
設
置
し
て
い
た
都
市
交

流
係
を
都
市
交
流
推
進
室
と
し
、
都
市

住
民
と
市
民
と
の
交
流
を
さ
ら
に
促
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
活
性
化
を
め

ざ
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　
 
メ 
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

※　
目
し
た
予
防
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

健
康
推
進
課
内
に
設
置
し
ま
す
。

※
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
高
血
糖
・
高
血
圧
・
高
脂
血
症

の
う
ち
２
つ
以
上
を
合
併
し
た
状
態

�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月
に
開
催
さ
れ
る
国
民

２０

１１

文
化
祭
に
お
け
る
、
常
陸
大
宮
市
内
で

の
イ
ベ
ン
ト
を
進
め
る
た
め
、
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
内
に
設
置
し
ま
す
。

�������
���������

������

　環境課を配置していた場所に収納課を
配置します。

������

　税務課と都市整備課の間に環境課を
配置します。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年４月号１０

建

設

課　

課
長　

長
山　

高
美

都
市
整
備
課　

課
長　

浅
川　
　

明

商
工
観
光
課　

課
長　

山
�　

憲
昭

農

林

課　

課
長　

宇
留
野
孝
雄

環

境

課　

課
長　

豊
田　

忠
久

市

民

課　

課
長　

堀
江　

克
己

情
報
政
策
課　

課
長　

田
沢　

廣
美

財

政

課　

課
長　

木
村　

則
義

企

画

課　

課
長　

藤
田　
　

茂

総

務

課　

課
長　

飯
島　

弘
道

庶
務
係　

議
事
係

議会

��������	
����

市長　矢数　　浩

議
会
事
務
局

局
長　

小
林　

俊
雄

建
設
部

部
長　

井
野
上　

猛

保
健
福
祉
部

部
長　

松
本　
　

豊

（
兼
福
祉
事
務
所
長
）

市
民
部

部
長　

佐
藤　

隆
男

総
務
部

部
長　

金
田　
　

薫

次長　藤田　　茂
（兼企画課長）

管
理
係　

道
路
河
川
係

都
市
計
画
係　

建
築
係

商
工
振
興
係　

観
光
振
興
係

企
業
誘
致
推
進
室　

企
業
誘
致
推
進
係

農
林
振
興
係　

農
林
整
備
係　

畜
産
係

市
営
牧
場

高
齢
者
福
祉
係　

介
護
保
険
係

社
会
福
祉
係　

保
護
係

子
育
て
支
援
室　

子
ど
も
福
祉
係

大
賀
保
育
所　

山
方
保
育
所　

美
和
保
育
所

お
お
み
や
広
域
聖
苑

環
境
政
策
係　

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

市
民
生
活
係　

住
民
記
録
係

情
報
政
策
係　

広
報
統
計
係

財
政
係　

契
約
検
査
係　

管
財
係

企
画
調
整
係　

男
女
共
同
参
画
係　

合
併
管
理
係

秘
書
広
聴
室　

秘
書
広
聴
係

庶
務
係　

職
員
係　

文
書
法
制
係

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
推
進
室　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
推
進
係

副市長　内田　善博　三次真一郎

健
康
推
進
課　

課
長　

横
山　
　

治

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

健
康
推
進
係　

保
健
予
防
係　

特
定
健
診
係

医
療
係　

保
険
係

国
保
美
和
診
療
所　

国
保
緒
川
歯
科
診
療
所

経
済
部

部
長　

高
林　
　

匠

税

務

課　

課
長　

岡
崎　

恒
之

市
民
税
係　

資
産
税
係

収

納

課　

課
長　

堀
江　

久
雄

管
理
係　

徴
収
係

都
市
交
流
推
進
室　

都
市
交
流
推
進
係

行
政
改
革
推
進
室　

行
政
改
革
推
進
係

福

祉

課　

課
長　

山
�　

静
雄

福祉事務所

介
護
高
齢
課　

課
長　

石
川　

昌
和

医
療
保
険
課　

課
長　

小
野
瀬
時
男

次　
　
　

長　

海
老
根　

一
雄



広報　常陸大宮　　　　平成１９年４月号１１

建

設

課　

課
長　

内
田　

義
則

市

民

課　

課
長　

和
知　
　

稔

建

設

課　

課
長　

佐
藤　

則
夫

経

済

課　

課
長　

鹿
島　
　

章

福
祉
健
康
課　

課
長　

柏　
　

一
夫

市

民

課　

課
長　

大
津　

國
夫

建

設

課　

課
長　

萩
谷　

孝
之

市

民

課　

課
長　

石
�　

勝
一

下
水
道
課　

課
長　

寺
門　

信
義

水

道

課　

課
長　

菊
池　

久
美

建

設

課　

課
長　

小
室　

隆
夫

経

済

課　

課
長　

木
村　
　

博

福
祉
健
康
課　

課
長　

岡
山　
　

壽

市

民

課　

課
長　

瀧　
　

俊
満

庶
務
係　

出
納
税
務
係　

住
民
係

福
祉
係　

健
康
推
進
係

農
林
商
工
係

土
木
建
築
係　

上
下
水
道
係

土
木
建
築
係　

上
下
水
道
係

庶
務
係　

出
納
税
務
係　

住
民
係

庶
務
係　

出
納
税
務
係　

住
民
係

庶
務
第
一
係　

業
務
第
一
係　

施
設
係
（
上
水
道
）

庶
務
第
二
係　

業
務
第
二
係
（
簡
易
水
道
）

庶
務
係　

公
共
下
水
道
係　

集
落
排
水
係　

施
設
管
理
係

土
木
建
築
係　

上
下
水
道
係

土
木
建
築
係　

上
下
水
道
係

農
林
商
工
係

福
祉
係　

健
康
推
進
係

庶
務
係　

出
納
税
務
係　

住
民
係

御
前
山
総
合
支
所

支
所
長　

会
澤　
　

勲

緒
川
総
合
支
所

支
所
長　

高
村　

和
一

美
和
総
合
支
所

支
所
長　

矢
坂　

一
義

山
方
総
合
支
所

支
所
長　

永
井　

福
二

上
下
水
道
部

部　

長　

諸
澤
好
一
郎

新たに設置された部署及び係

収入役
前田　尚利

会計課
課　長　黒澤　　豊

経

済

課　

課
長　

三
次　

重
雄

農
林
商
工
係

福
祉
健
康
課　

課
長　

神
長　

久
栄

福
祉
係　

健
康
推
進
係

経

済

課　

課
長　

長
山　

勝
善

農
林
商
工
係

福
祉
健
康
課　

課
長　

河
野　

種
美

福
祉
係　

健
康
推
進
係
（
緒
川
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

会 計 課 山 方 分 室

会 計 課 美 和 分 室

会 計 課 緒 川 分 室

会 計 課 御前山分室

収入係 支出係

総
合
支
所

市
民
課
兼
務
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東
消
防
署　

署
長　

堀
江　

四
郎

予

防

課　

課
長　

砂
川　

一
男

警

防

課　

課
長　

�
木　
　

泉

総

務

課　

課
長　

宇
留
野　

正

西
消
防
署　

署
長　

相
沢　

利
光

������ � � � � � �

� � � �

�����

�����

��������	
�

� � � � �

消
防
長　

相
沢　

武
夫

�����

農
業
委
員
会
事
務
局

局
長　

高
林　
　

匠

次　
　
　

長　

鈴
木　

光
雄

農
地
農
政
係

����

監
査
委
員
事
務
局　

局
長　

飯
島　

弘
道

監
査
係

庶
務
係　

警
防
係　

予
防
係　

救
急
係　

通
信
係

予
防
係　

指
導
係　

危
険
物
係

警
防
係　

救
急
救
助
係　

通
信
指
令
係

庶
務
係　

経
理
係　

地
域
消
防
係

庶
務
係　

警
防
係　

予
防
係　

救
急
係

御
前
山
事
務
所　

所
長　

会
沢　
　

薫

生
涯
学
習
係

公
民
館

学
校
教
育
課　

課
長　

大
賀　

孝
三

総
務
係　

施
設
係　

学
務
係

指
導
室　

小
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚
園
・
給
食
セ
ン
タ
ー

緒
川
事
務
所　

所
長　

鈴
木　

敏
永

生
涯
学
習
係

公
民
館

美
和
事
務
所　

所
長　

鹿
島　

幹
雄

生
涯
学
習
係

公
民
館

山
方
事
務
所　

所
長　

柏　
　

保
一

生
涯
学
習
係

公
民
館

生
涯
学
習
課　

課
長　

大
武　

哲
雄

社
会
教
育
係　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

体
育
施
設
管
理
事
務
所　

体
育
施
設
管
理
係

国
民
文
化
祭
推
進
室　

国
民
文
化
祭
推
進
係

大
宮
公
民
館　

文
化
セ
ン
タ
ー　

図
書
情
報
館　

歴
史
民
俗
資
料
館

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長　

菊
池　

正
男

�����

教育長　坂本　忠夫

御
前
山
総
合
支
所
窓
口

緒
川
総
合
支
所
窓
口

美
和
総
合
支
所
窓
口

山
方
総
合
支
所
窓
口

総合支所
経済課兼務
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　美和地域の嶐郷女性防火クラブ（河野政代会
長）は、３月１０日にクラブ員を対象として、災害に
よる負傷者の救命率向上を目的に普通救命講習
を実施しました。
　講習会では、一人でも多くの市民の命を救う技
術を身につける講習とあって、消防職員の指導の
もと３時間のカリキュラムを熱心に受講しました。

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																											
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　平成１８年度消防庁長官表彰式が３月２日にニッ
ショウホール（東京都港区虎ノ門）において行われ、
防火思想の普及、消防施設の整備、災害の防ぎょに
関し優秀と認められ消防庁長官より常陸大宮市消防
本部・消防団に表彰旗が授与されました。
　なお、消防行政功労により次の方々が表彰されま
した。

功　　労　　章
小田倉和男さん

永年勤続功労章
長山登志治さん
相澤　利光さん

����������	
��
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　子どもの火遊びを防ぐ最良の方法は、簡単な操作で着火するマッチやライターなどを子どもの手の届か
ない場所へ置くことです。
����������	
������

　子どもは、たとえ火の取扱いができても火の持つ危険性を十分に理解することはできず、火の適切な取
扱いは期待できません。花火やたき火をする時には、必ず大人が立ち会いましょう。
����������	
��������

　子ども（特に幼児）だけを残して外出することは避けましょう。やむを得ず子どもだけを残して外出す
る時には、ガスコンロは元栓を閉めるなど、火気使用器具を簡単に火が点かないようにするのはもちろん
のこと、外出時間もできるだけ短くしましょう。

����������	
�����������	
������　
　子どもは、火遊びにスリルと興奮を覚えるもので、エスカレートしていくとそ
の頻度も増え、行動も危険なものとなります。このような危険性を早期に防ぐた
めにも、子どもの火遊びを見つけたら、その場で注意しやめさせましょう。

����������	
��	�����������

　子どもが火に対して興味を示すのは自然なことです。火に関心を持つように
なったら、火の恐ろしさを十分理解させるとともに、その正しい取扱い方法につ
いて教えていきましょう。

※注意：空き家を所有されている方や管理されている方は、子どもたちの遊び場に
ならないように注意してください。

����������������		



　好奇心旺盛な子どもたちにとって、火遊びはおもしろい遊びの一つです。親
や周囲の大人が注意を払うとともに、日頃から子どもたちに火の怖さを具体的
に教えるのは勿論、時には子どもの視線になって火遊びの元になるものがない
か点検するなど、大人の責任で火の元を管理しましょう。

������������������		
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　このコーナーでは、常陸大宮市のこのコーナーでは、常陸大宮市の
ささまざまざまな出来事や話題を紹介しまな出来事や話題を紹介し
ます。ます。
皆さんからの身近な情報をお待ち　皆さんからの身近な情報をお待ち
しています。しています。
ど　どうぞお気軽に情報をお寄せくだうぞお気軽に情報をお寄せくだ
さい。さい。
★情報政策課広報統計係★情報政策課広報統計係

　�� 52－1111（内線383） 52－1111（内線383）
　�� 53－6010 53－6010
e-mail　e-mail
jousei@city.hitachiomiya.lg.jpjousei@city.hitachiomiya.lg.jp

大
好
き
い
ば
ら
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
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３
月　

日
、
大
好
き 
い
ば
ら
き 
県
民
会

２０

議
（
会
長
橋
本
昌
茨
城
県
知
事
）
主
催
に
よ

る
、
各
地
域
で
県
民
運
動
（
各
地
域
で
の
地

域
活
動
）
を
推
進
・
実
践
し
て
い
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
カ
ー
（
県
民
運
動
推
進
員
）
の
委
嘱
状

交
付
式
が
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
小

ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
全
域
か
ら
参
加
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
カ
ー
一
人
ひ
と
り
に
対
し
、
知
事
か

ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
と
は
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
を
実

践
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
活
躍
し
て
い
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
は　

人
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

４７

の
地
域
に
お
い
て
団
体
・
個
人
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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����������������
����������������
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３
月
３
日
、
市
読
み
聞
か
せ
連
絡
会
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
発
表
会
を
兼

ね
た
お
は
な
し
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
連
絡

会
は
、
昨
年
５
月
に
旧
町
村
で
そ
れ
ぞ
れ
読

み
聞
か
せ
の
活
動
を
し
て
い
た
９
グ
ル
ー
プ

で
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
こ
の
日
の
た

め
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
の
で
熱
の
こ
も
っ

た
発
表
と
な
り
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

も
、
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
お
話
や
、
手

作
り
の
カ
ー
テ
ン
シ
ア
タ
ー
等
に
目
を
輝
か

せ
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
連
絡
会
会
員
に
よ
る
交
流
会
が

行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
の
後
、
更
な
る

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
誓
い
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月　

日
、
美
和
保
育
所
及
び
美
和
幼
稚

２６

園
に
お
い
て
、
子
供
の
交
通
事
故
防
止
と
青

少
年
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
て
、
美
和
地
区

交
通
安
全
母
の
会
主
催
に
よ
る
交
通
安
全
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
母
の
会
会
員
に
よ
る
交
通
安
全

紙
芝
居
の
他
、
美
和
地
域
に
お
住
ま
い
の
長

岡
正
夫
さ
ん
に
よ
る
自
作
の
歌
を
交
え
た
楽

し
い
交
通
安
全
教
室
や
ビ
デ
オ
な
ど
も
上
映

さ
れ
、
参
加
し
た
園
児
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

善意を善意を
ありがとうありがとう

　次の方からたくさんの善
意をお寄せいただきました。
ありがとうございました。

（順不同・敬称略）

《常陸大宮市へ》
朝日生命茨城支社

太田営業所
車いす　　１台

㈱常陽銀行　大宮支店
防犯ベル　４００個
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〜
野
口
雨
情
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
来
校
〜

　

３
月
１
日
、
小
場
小
学
校
で
は
北
茨
城
市

出
身
の
童
謡
歌
人
野
口
雨
情
さ
ん
の
孫
で
あ

る
野
口
不
二
子
さ
ん
を
招
い
て
、
児
童
や
保

護
者
を
対
象
に
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

不
二
子
さ
ん
は
、
雨
情
が
童
謡
に
込
め

た
、
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
雨
情
の
作
っ
た
「
七
つ
の
子
」

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」「
う
さ
ぎ
の
ダ
ン
ス
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
歌
を
全
員
で
合
唱
し
、
雨
情
の

童
謡
を
通
じ
て
命
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る

と
と
も
に
、
楽
し
い
一
時
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

●広報協力員レポート●
（鷲子　初原智明さん）

津軽三味線の響きを堪能
　３月６日、美和山村開発センターに三味線の音

色が響き渡りました。

　美和高齢者クラブ連合会主催による教養講座と

して開かれたもので、津軽三味線の奏者、川井美

紀さんによる講演と演奏が行われました。

　川井さんは現役の大学生ですが、これまで数々

の大会に出場、優勝や入賞を重ねています。素晴

らしい演奏が披露され、会場に集まった、高齢者

クラブや嶐郷小学校の児童の皆さんは、力強い太

棹の響きを堪能していました。

▲美和地域下檜沢に残る文化財の襖絵の前で
演奏する川井さん

����������

　今月から、市の文化協会に所属している団体の作品などをご紹介します。
　仲間で集まって楽しく、そしてもっと上手になりたいと、いきいきと活動されている
皆さんの作品です。一緒に活動してみたいと思った方は、代表者へご連絡ください。

大宮写真クラブ（会員15人）
代表　大高　壽
�53-4609

「おはようさん」　大高　壽

「おさかな！」　神賀　穰一 「帆曳舟」　中山　準

大宮俳句クラブ（会員７人）
代表　宇留野　れい

�5 2 - 1 3 3 6
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年４月号１６

☆順不同・敬称略
①優勝・②準優勝・③第３位

大宮地域では・・・

　３月２７日、２９日の２回にわたって、スケート教室が笠松
運動公園アイススケート場において開催され、地域の小学
生４年生から６年生
１２４人が参加しまし
た。講師から２時間
の指導を受けて、初め
ての人も滑れるよう
になりました。

美和地域では・・・

　２月２４日、親子スケート教室が栃木県「日光霧降スケー
トセンター」で開催され、地域内の親子など４１人が参加し
ました。
　あまり滑れなかった子も、最後には驚くほど滑れるよう
になりました。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

����������	�������

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　３月４日、西部総合公園体育館において、第１回常陸大宮
市近郊交流卓球大会が開催されました。県内、栃木県真岡
市、益子町、茂木町の卓球クラブ９３チームが参加し、常陸大
宮市の球友クラブJｒＡチームが女子団体戦で準優勝と健闘
しました。

��������	
��������

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　３月１７日、山方フットサル大会が山方運動公園野球場で開催さ
れ、１１チームが参加しました。
　寒空の下、どのチームもすばらしい熱戦を繰り広げ大会全体が盛
り上がりました。

優　勝　 Y 
ワイ

　 da 　
ダ

 Y 
ワイ

準優勝　 Legolution 
レゴリューション

第３位　 ５LDK 
ゴエルディーケー

　　　　 RED 　 CROWS 
レッド クロウズ

����������������

　２月２０・２７と３月６日の３回にわたり、４４人の参加のも
と、大宮レジャーセンターにおいて開催されました。
　同レジャーセンター所属の中山範彦プロよりストライ
ク、スペアのとりやすいスパットボウリングについての講
義や個性を生かした投げ方などの実技指導を受けました。
さらに第３回目には、教室のまとめとして大会形式で２
ゲームを行いました。
　ボウルを持ってスパットを狙う、真剣な顔とストライ
ク・スペアをとったときの喜びの顔が印象的でした。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年４月号１７

　２月１８日、西部総合公園体育館において、那珂地区剣道錬
成大会が開催されました。那珂地区内の小・中学生、高校、一
般から５６チームが参加し、白熱した試合が行われました。
 ○小学生の部 優　勝 ������
  準優勝 ��������
  第３位 ��������
    ��������
○中学男子の部 優　勝 �����
  準優勝 ����
  第３位 ����
    ����
 ○中学女子の部 優　勝 ���
  準優勝 �����
  第３位 ���������	
���
    ����
 ○高校・一般の部 優　勝 ������
  準優勝 ������
  第３位 �������
    ������
 ○総合の部（市対抗） 優　勝 �����
  準優勝　那珂市
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●
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●
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●

●

●

●
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　３月３１日、「第１３回バレーボールＶ・プレミアリ－グ女子
茨城大会日立佐和対シ－ガルズ」が、西部総合公園体育館で
開催されました。
　Ｖリーグ公式戦に先立ち、「常陸大宮大会記念ミニミニＶ
プレミアリーグ大会」として、市近郊バレーボール少年団等
による交流試合が行われ、会場を訪れた観客は、地元の子ど
もたちの元気はつらつのプレーと、プロの巧みな技術の両
方を楽しみながら声援を送っていました。

《交流試合の結果》
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ボランティアグループ・ヤッホーふれあいの会（山方地域）では、毎月シートベルト着用調査を実施しています。
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◎平成１８年度調査分 場所：山方宿駅前
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年４月号１８
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児
童
の
登
下
校
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら

保
護
者
・
祖
父
母
の
方
及
び
地
域
の
方
々
の

ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
安
全
確
保

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、　

年
４
月
に
御
前

１８

山
地
域
に
区
長
制
が
発
足
し
た
の
に
伴
い
、

よ
り
一
層
の
安
全
確
保
を
求
め
て
「
野
口
小

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
諸
団
体
連
絡
協
議

会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
、
昨
年
９
月
か
ら
区
長
さ
ん
を

中
心
に
各
地
区
に
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
の
組
織

が
立
ち
上
が
り
、
地
域
の
方
々
に
子
ど
も
た

ち
の
安
全
確
保
の
た
め
の
「
見
守
り
」
の
活

動
を
熱
心
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
２
月
に
は
、
こ
の
よ
う
な
日
頃
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
に
感
謝
を
し

た
り
、
交
流
を
し
た
り
す
る
イ
ベ
ン
ト
し
て

「
野
口
小
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」を
実
施
し
、

有
意
義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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本
校
は
、
市
南
部
に
あ
る
小
学
校
で
、
那

珂
川
を
南
に
臨
ん
だ
高
台
に
あ
り
、
２
階
教

室
や
校
庭
か
ら
の
那
珂
川
大
橋
の
眺
め
に
は

素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
東
に
は
緒

川
が
流
れ
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、

こ
の
２
つ
の
川
を
有
効
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
に
は
、
江
戸
時
代
に
「 
時  
雍  
館 
」

じ 
よ
う 
か
ん

と
い
う
郷
校
が
あ
っ
た
所
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌

の
名
前
は
、
そ
の
ま
ま
「
時
雍
館
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

各
学
年
１
学
級
の

全
部
で
６
学
級
の
小

規
模
校
で
す
が
、
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
の

中
で
、
児
童
の
よ
さ

や
可
能
性
を
最
大
限

に
伸
ば
す
た
め
に
計

画
的
・
組
織
的
に
学

校
運
営
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

平
成　

・　

年
度
の
２
年
間
、
市
教
育
研

１７

１８

究
会
の
指
定
を
受
け
、
研
究
主
題
を
「
考
え

合
い
、
助
け
合
い
、
高
め
合
う
児
童
の
育
成

を
目
指
し
て
〜
特
別
活
動
に
お
け
る
自
発

的
、
自
治
的
な
異
年
齢
集
団
活
動
を
通
し
て

〜
」
と
し
、
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
前
か
ら
本
校
で
は
、
清
掃
活
動
や
全

校
歩
く
会
な
ど
で
た
て
わ
り
班
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

集
会
活
動
で
は
以
前
か
ら
自
発
的
態
度
が

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
２
年
間
で
『
あ
い

さ
つ
運
動
』
や
『
児
童
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
』

な
ど
の
活
動
に
ま
で
広
が
り
を
見
せ
、
自
分

の
考
え
を
積
極
的
に
発
表
し
よ
う
と
す
る
態

度
が
出
て
き
た
な
ど
の
成
果
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
集
会
の
後
で
は
、
毎
回
考
え
合
え
た

か
、
助
け
合
え
た
か
、
高
め
合
え
た
か
を
確

認
し
て
か
ら
終
了
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

(野口1337 　TEL55－2514）
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月
曜
日
、
火
曜
日
の
朝
は
読
書
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
月
１
回
は
保
護
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
児
童
は
こ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
茨

城
県
で
行
っ
て

い
る
「
み
ん
な

に
す
す
め
た
い

１
冊
の
本
」
推

進
事
業
で
は
、

３
年
間
で
３
０

０
冊
以
上
の
読

書
を
し
た
表
彰

者
が
２
人
出
た

の
も
、
こ
れ
ら

の
成
果
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
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本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
特
色
の
一
つ
と
し

て
、
各
学
年
、
学
期
に
ほ
ぼ
１
回
、
保
護
者

に
よ
る
学
習
支
援
授
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
い
ろ
い
ろ
な
授
業
の
場
面
を
支
援
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　
　

年
度
の
場
合
、
普
通
授
業
に
お
け
る
Ｔ

１８
Ｔ
的
な
役
割
の
他
、
校
外
学
習
（
総
合
的
な

学
習
の
時
間
及
び
社
会
科
）
の
際
の
安
全
確

保
・
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
へ
の
参
加
・

生
活
科
の
植
物
栽
培
に
お
け
る
講
師
と
し
て

の
参
加
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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� � � �

� � � � �

めざす児童像
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年４月号１９

　

国
道
一
二
三
号
線
、
那
珂
川
大
橋
を
通
過

し
て
す
ぐ
北
側
の
道
路
沿
い
の
高
台
に
目
を

引
く
形
の
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
幕
末
の

混
乱
の
足
跡
を
残
す
も
の
な
の
で
す
。
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慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
一
月
に
始
ま
っ

た
戊
辰
戦
争
は
翌
年
に
か
け
て
各
地
に
余
波

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
旧
幕
府
軍
の
北
進
と

そ
れ
を
追
う
新
政
府
軍
の
戦
い
は
市
川
、
流

山
、
結
城
、
宇
都
宮
な
ど
を
戦
場
と
し
た
こ

と
か
ら
茨
城
県
を
南
北
に
通
る
幾
筋
か
の
街

道
も
諸
軍
が
通
過
し
、
戦
禍
を
残
し
ま
し
た
。

　

四
月
十
一
日
、
江
戸
城
が
新
政
府
軍
に
明

け
渡
さ
れ
た
あ
と
も
幕
府
軍
は
各
地
で
こ
れ

に
抵
抗
し
て
蜂
起
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
十

三
日
、
そ
の
中
の
一
隊
約
百
三
十
名
が
野
口

宿
に
宿
営
し
、
翌
朝
那
珂
川
を
船
で
下
ろ
う

と
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
新
政
府
軍
に
急
襲
さ

れ
、
十
七
名
の
犠
牲
者
を
出
す
戦
い
と
な

り
ま
し
た
。
幕
府
軍
と
い
う
こ
と
で
遺
骸

を
公
に
葬
る
こ
と
が
は
ば
か
ら
れ
た
た

め
、
近
隣
の
人
々
に
よ
り
密
か
に
埋
葬
さ

れ
、
の
ち
に
現
在
の
地
に
碑
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
一
隊
に
つ
い
て
は
様
々
な
説
が
あ

り
、
彰
義
隊
の
一
部
で
あ
る
と
か
、
上
総
、

下
総
の
戊
申
戦
争
を
転
戦
し
て
き
た 
撤  
兵 

さ
っ 
ぺ
い

 
隊 
で
あ
る
と
の
説
が
あ
り
ま
す
が
、
明
ら

た
いか

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
撒
」
に
は
「
放

つ
」、「
な
げ
う
つ
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、

も
と
も
と
撒
兵
と
は
砲
兵
部
隊
で
あ
る
持

小
筒
組
を
指
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
慶
応
二

年
に
改
編
さ
れ
て
撒
兵
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
上
野
の
彰
義
隊
戦
争
は
五

月
十
五
日
に
起
き
て
い
る
た
め
、
一
か
月

前
の
こ
の
時
期
に
野
口
を
通
り
か
か
っ
て

い
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
す
る
声
も
き
か
れ

ま
す
。
戊
辰
戦
争
の
諸
軍
は
め
ま
ぐ
る
し

い
戦
況
の
変
化
に
よ
っ
て
組
織
名
、
機
構

な
ど
の
変
化
も
激
し
く
、
隊
の
名
称
や
指

導
者
が
変
わ
る
事
も
し
ば
し
ば
あ
る
の

で
、
こ
れ
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
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そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
二
十
年
を
経
た
明
治
二

十
二
（
一
八
八
九
）
年
、
戦
死
し
た
十
七

名
の
た
め
に
野
口
の
渡
し
を
臨
む
高
台
に

建
て
ら
れ
た
の
が
こ
の
供
養
碑
で
す
。
建

碑
に
は
、
近
在
の
協
力
者
二
百
六
十
三
名

が
か
か
わ
る
大
規
模
な
も
の
で
し
た
。
そ

し
て
題
字
を
幕
府
軍
の
参
謀
で
歩
兵
奉
行

を
務
め
た
大
鳥
圭
介
、
撰
文
を
水
戸
の
佐

久
間
謙
、
書
を
野
口
雨
情
の
叔
父
で
県
議

会
議
員
を
務
め
た
野
口
勝
一
が
手
が
け
ま

し
た
。
葬
ら
れ
て
い
る
十
七
名
は
仙
石
義

正
、
秋
山
善
保
、
榎
本
桂
次
郎
、
山
口
藤

吉
、
坂
巻
錠
介
、
徳
田
米
太
郎
及
び
氏
名

不
明
の
十
一
名
で
す
。
こ
の
う
ち
、
寿
命

寺
の
境
内
に
は
「
彰
義
隊
の
墓
」
と
刻
ま

れ
た
徳
田
米
太
郎
の
墓
が
親
族
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
七
歳
の
若
さ
で

の
戦
死
で
し
た
。

 「
彰
義
隊
」
と
い
う

墓
を
建
て
た
の
は

五
十
年
を
経
過
し

た
昭
和
十
五
年
の

こ
と
で
あ
り
、
こ

の
表
記
に
つ
い
て

も
議
論
の
分
か
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
野
口
花
山
に

は
坂
巻
錠
介
の
墓

が
あ
り
ま
す
。
坂
巻
は
更
に
若
く
十
五
歳

で
し
た
。
重
傷
を
負
っ
た
と
こ
ろ
を
野
口

の
有
力
者
、
関
澤
源
次
衛
門
が
手
厚
く
施

療
し
、
親
元
へ
も
連
絡
す
る
な
ど
手
を
尽

く
し
ま
し
た
が
数
日
後
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
関
澤
家
で
は
坂
巻
の
遺
骸
を
自
ら
の

墳
墓
の
傍
ら
に
埋
葬
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
も
意
外
な
と
こ
ろ
に
幕
末
維
新

の 
余  
燼 
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

よ 
じ
ん

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

��������

▲

戦
死
十
七
士
合
葬
墓

▲彰義隊の墓（野口・寿命寺境内） ▲坂巻錠介の墓（野口花山）
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・白菜 １/４株（小）
・ひき肉 ２４０ｇ
・玉ねぎ １個
・卵 １個
・しょうが １かけ
・塩・こしょう 少々
・しょう油 大さじ３弱
・油 小さじ２
・みりん 小さじ２
・片栗粉 少々
・パン粉 カップ１/２

①玉ねぎはみじん切りにし、油で炒め、しんなりしたら塩・こしょうをする。
②肉をボールに入れてよくこね卵とパン粉・①を混ぜる。
③白菜は縦半分に割り、レンジで５分加熱する。
④白菜の葉２～３枚ごとに②のひき肉を５mm厚さに広げ挟んでいく。最後に白菜の形
を整えタコ糸で縛る。

⑤白菜を深めの皿にのせ、湯気の立った蒸し器に皿ごと入れ４０分位蒸す。
⑥皿に溜まった汁にしょう油・みりん・生姜のしぼり汁を加え火にかけ、
片栗粉でとろみをつける。

⑦白菜の糸をはずして縦８切れにし⑥のたれをかける。
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����������	
���完璧でなく、「８分目くらいがちょうどいい」のです。「なるがままに」
という心の余裕を持ちましょう。

�����������	
���スポーツや趣味、レジャーなどを楽しみ上手に気分転換をはかりましょう。
����������	
��大切なことから順番に片付けましょう。終わらなかったら「明日やれば

いい」と考えた方が効率よいことが多くあります。
�����������	
���一人で思い悩まず、友人や家族など信頼できる人に相談しましょう。
����������	
����生活に大きな変化があったときは要注意。心や体に疲れがたまらないよ

うに、十分休養することが大切です。
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10日・24日
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�美和かわせみの会のおはなし会� ��������

�子ども映画会� ��������
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�ロゼのつどいのおはなし会� ��������	

�めばえの会のおはなし会� ��������	

�どんどんちっちのおはなし会� ��������	

�はみんぐばあどのおはなし会� ��������	

����������	
����������������

�子ども放送局
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�こども読書週間���月��日�土�まで
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常陸大宮市の人口（３月１日現在・推計常住者）

総人口４７，１５６人（男２３，０１６人、女２４，１４０人）
世帯数１６，１７０世帯
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古紙配合率����再生紙を使用しています 
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なぎなた交流大会
平成19年11月11日～12日
会場　常陸大宮市
　　　西部総合公園体育館

　３月１７日、尺丈山「百樹の森」で、ボランティア協議会３９人
と一般参加者１７人の併せて５６人の方が参加し整備活動が行わ
れました。
　当日は、山ツツジの植栽と間伐で搬出された丸太を利用して
ベンチを作りました。参加された方々は、晴天の中爽やかな汗
を流しながら活動を行っていました。
　現在、会員を募集しています。興味のある方はボランティア
協議会事務局（美和総合支所経済課内５８－３８５１）へご連絡くだ
さい。
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　市内各地域では、あちこちで春
の息吹が感じられます。
　新しい命のエネルギーが溢れる
この季節は様々な節目の時。
　自然の力強さに負けないよう
に、私たちも力強く新たなスター
トをきりたいものです。

　３月４日、「おがわふれあいの森」内において、下刈り、枝打ち、つ
る切り、間伐などの森林づくりボランティア活動を行いました。
　当日は県内外から多数の参加者が集まり、地元住民、常陸大宮市
森林組合職員の指導のもと作業を行いました。
　森林は手入れを怠ると荒れてしまい、災害が起こりやすいなど、
本来持っている働き（水を貯える、土壌を守る等）が低下してしま
います。
　一方、定期的に手入れを行っている森林は健康な状態となって、
本来の働きが良好となります。
　今後も、地域間の交流を深めるとともに貴重な森林環境を守るた
め、定期的に活動を行う予定です。

（連絡先　緒川総合支所経済課56-3993）
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